
日 本 語 教 授 法 の 問 題

一 読解指導について

木 村 宗 男

文を読んで内容を理解することを読解とい う。そのような能カー 読解

力を養成するための指導が読解指導である。ふつ う,読 解指導は講読によ

って行なわれるものとされている。 「講読」 とい うのは,学 習者にとって

は難解な文章を教材 として・教師が文の構造を分析 したり,語 句の意味を

解釈 した りしながら,文 章に盛られた内容 を学習者に理解させるという作

業である。外国入のための日本語教育では,こ のような読解指導を受ける

に必要な語学力を どのようにして積み重ねるか魁 重要な課題なのであ

る。

目本語を習いたいとい う外国人で,会 話さえできれぱよい,読 み書きは

いらないと言 うものが少なくない。読み書きを習 うにしても,会 話が十分

できるようになってからがよいと考えているものも多い。 教える側 でも,

読解指導などは上級の学習者の場合のこ.とで・入門期や初級では問題にな

らないとい う考えの人がある・読解指導を狭義に解釈するところか ら来る

考えである。

読解 ということは,書 かれた文によって情報 を得ることで,も っと端的

に言えば,文 字によって情報を得るということである。情報は文の形で書

き記されるとは限 らない。数個の文字から成る単語,と きには一字の語 に

よって示されることもある。 このような文字による情報は,わ れわれが 日

常生活で,た えず接 しているために気づかないが,も しも理解できないと

なった ら,不 便このうえもないことだろ う。 この程度の読解力 もない外国
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入は,い かに会話能力があっても,行 動範囲は限られるし,日 常生活に不

自由するであろうことは容易に想像できる、本人は会話能力の不足だと思

っているかも知れないが。外国人でも日本で生活するかぎ り,読 解力を持

たない場合には,文 盲の生活をしいられ為わけで,貧 しい言語生活 しかで

きない.そ のようなわけで,す べての学習者に対して,そ れぞれに応じた

読解指導が必要なのである。

読解指導の目標

どの程度の読解能力を与えるか ということは,学 習の目的によって異な

る。それはまた,学 習者が,母 国語による生活で,ど の程度の母国語読解

能力を所有しているかにもよる。

研究者 ・留学生などは,そ れぞれの専門分野の文献 ・図書 ・資料を読み

こなすことが必須の条件である。 日本語で業務や宗教活動を行なおうとす

るものも,そ れぞれ爾仕事に必要な読解能力が要求される。 何を読むかト

何が読めるように指導するかという点では,学 習者によって千差万別とい

うほかない。電車 ・バスの行 き先,目駅構内 ・デパー ト店内の標示,会 社 ・

商店の看板 ・掲示 くらいが読めればよいとするものもあるだろうし,手 紙

や通知状 くらいは読めなければ,と い うものもあるだろう。

何を読むかではなく何をどのように読むか ということを学習目標 としな

ければならないと思 う。どの学習者についても,つ ぎのことを目標 としな

けれ5まならなヤ、。

(1)読 み終わると同時に完全に理解できること。

(2)個 々の文の理解のみでなく,文 章全体の大意 を把握できること。

(3)知 らない語句は 自分で辞書をひいて文を理解する能力を持つこと。

こ才しについて,若 干の注釈 をしておこう。(1)与 えられた文 を数回読み

返 して,よ うやく理解するという程度で満足 してはならない。読み終わる

と同時に理解できることを目標 とする。長文の場合は,読 みながら理解 し,

理解を持続しながら読み進 まなければならないのだか ら,短 文で即読即解
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の能力を養わなければならない。(2)短 文の場合でも長文の場合でも,理

解 した内容の要約ができなければならない。学習者が 「わか りますゴ とい

うだけでは安心できない。 わかったつもPで わかっていない 揚合がある.

ことに会話体の文を読む ときは,実 際の会話 とちがって,抑 揚 ・表情がな

いだけに,そ の文の持つ表現意図をつかんでいないことがある。打ち消し

のかたちで質問する,そ の質問が依頼の意図を持つなどを,文 字によって

理解するのも読解能力である。(3)辞 書が旋えなければ,実 際的に役に立

つ読解力があるとは言えない。 辞書を使って 意味を知るとい うこと自体

が・読解力のあることを示している。それに,将 来実際の場合に当たって・

辞書を引くことができなければ,読 解力も役に立たない。どんなに高度の

学習をしても知らない語があるものである。

読解の基礎学習

読解の対象となるのは書かれたことばだが,話 されることばとは全く別

のことばであるわけではない。文語体の資料や古典のほかは,書 かれたこ

とばが話 されることぱとそんなに違 うものではない。話すとお 資に書かれ

たものさえある。 読解学習とは関係ないように 思われる話 し聞く学習が,

そのまま読解のための基礎学習である。だから,音 声言語の学習と読解の

学習を切 り離して考えることはできない.実 際の言語活動を観察してみて

も,話 す ・聞く ・読む ・書くの4技 能が,入 りまじっている場合が少なく

ないし,ま たそうできなければこまるのである。読んだことをその場で話

した り,聞 きながら書いた りということが目常の言語活動として行なわれ

る。それが無理もなく行なわれるのは・言語心理の作用から言 って・聞く

ことと読むことに,ま た話すことと書 くことに,そ れほどの大きな懸隔は

ないとい うことだろう。ただ媒体 として,音 声と文字 との違いがあ り・音

を聞き分けることと文字を読みとることの違い,発 音をすることと文字を

書 くことの違いがあるだけである。

会話能力が一応身についてか ら文字学習へ,さ らに読解学習へと進むべ
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きであるとする考えは,日 本語で書かれた もののほとんどすべてが文語体

か侠文か古文で,話 しことば とのあいだに大きな違いがあった 時代には,

それでよかったと言っていいだろう。こんにちのように,話 すとお りに書

かれたものの多い時代には,方 法さえ誤 らなければ,音 声言語の学習 と読

解の学習を平行して行な うほうが,読 解学習の成果が音声言語学習ヘフィ

ー ド・バックする効果もあって,全 体 としての学習効果を増大するものと

思われる。

つぎに・基礎学習の要素と考えられ るものを項 目別に述べる。

L文 字

ひらがな ・カタカナ ・漢字の3種 類を覚えなければならない。ひらがな

からカタカナヘそ して漢字へと進むことを意味しない。読解教材として必

要なものから,バ ラバラに教えていってよい。

漢宇は何宇教えたらよいかと,し ば しば聞かれる。何字で十分という答

えはできない。どの漢字が絶対に不要だとい うことが言えない以上,何 字

で十分とい う答えはできない。できるだけ多くとしか答えられない。当用

漢宇の1,850,そ れに 「当用漢字補正案」 による追加漢字28字 と入名用漢

字92字 が一応の目安になるが,専 門や業務のためとなると,こ れだけで

は到底間に合わない。文部省発行の 「外国人のための漢宇辞典」の収録字

数は2,250字 である。一般に,漢 字の数は,「最低 これだけは必要」とい う

数のはずが,と か く 「最高これだけで十分」 とい うふ うにとられやすい。

最高の数は値切 られるのが常である。漢字学習の困難と漢字の数は単純に

比例 しない。1,000字 を越えると,漢 字学習はそれほど困難に感じないと

学習者は言 う。問題は学習者が漢字に興味を持つか否かである。それは指

導の方法にもよる。単に字を読むまたは書 く練習ぱか りでなく・文字によ

って情報を得る練習一 漢字練習 が 利益をもたらすような 練習を行なえ

ぱ,学 習者は興味を示す。この字をどう読むか,と い うことではなく・こ

の宇でどんな情報が得 られるかと教える。その情報が学習者の生活 ・業務
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に密接するとき・学習の興味は最大 となる。 このような ことをするのを一・P

般には漢宇の応用練習 とい うが,そ れは応用ではない。む しろ,そ こか ら

学習にはいるべきである。それが文宇学習本来のあ り方である。 したが っ

て,漢 字の選び方によっては,最 初の一字から読解指導が始まると言える

のである。漢字をどう読むかは教えるが,当 面の役には立たない とい う提

出の仕方では,漢 字学習に抵抗を感じるのも無理はない。

漢字学習では,それが音声学習を妨げないよう法意しなければならない。

そ刀予防法は,漢 字学習 と話 し闇 く学習を同時に行な うことである。漢宇

を習 うに正比例 して,話 し聞 く練習も多くする、そのためには,授 業を日

本語で行なわなければならない。会話練習のみを 日本語で行ない,漢 宇の

説男を母国語で行な うとい うや り方をすると,漢 字学習にさいた時間だけ

会話練習が減ることになる。 こうしたことから話 しことば先習論が唱えら

れるとも考えられる。

外国における日本語教育の場合は,漢 宇学習の努力が即座に利益に還元

する機会が少ないので事情はやや異なるかも知れないが,学 習者のほとん

どが,池 目日本で生活することを予定 しているのだろ うから,漢 字が実際

に隻われている場面 ・事物などをスライ ド・写真 ・絵画などによって示 し

実際的な練習を与えるべ きだろ う。

学習者が漢字の学習をしぶる一つの理由に,教 師自身が漢字に弱 く,し

た誤って学習者の漢字への興味をかきたてることができない,と い う場合

もある。戒心すべきことである。

「読解のための漢宇学習
」 とわざわざことわるまでもなく,漢 字学習の

目的は読解にあると言える。漢字学習の指導は,つ ねに読解のために行な

う≧い う,ことを忘れてはならない.漢 字を何千何百字教えるかとい うこと

が目標ではなく,知 らない熟語に出会ったとき,漢 宇の意義から熟語の意

味を知ることのできる能力を与えることを主眼としなければならない。

漢字の導入は1字1字 バラバラに教え覚えさせるよりも,最 初から熟語

として,送 りがなのあるものはそれをつけた形で覚えさせる。熟語の うち
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の 一宇 は必 ず 既 習 の字 で なけ れ ば な らぬ とい うこ とは な い 。 一 例 をあ げれ

ば,「 東(ひ が し)」 を教 え てか ら 「東 京 」(京 め み が新 出)を 教 え る とい う

の で は な くナ は じめか ら 「東 京 」(2宇 と も新 出)を 教 え て い い の で あ る。

あ る漢 字 た とえ ば 「行」 とい う字 は コ ウ,ギ ョ ウ,ア ン と音 読 され,「 行

く(い く,ゆ く),行 な う」 と訓 読 され る。 そ して この 字 は50な い し60の

熟 語 を構 成 し頻 度 の 高 い字 で あ る。 だ か ら とい っ て,漢 字 辞 典 の 「行 」 の

項 に あ る よ うな こ とが ら を,い ち どに 教 え て し ま う とい うの で は な い。 そ

の学 習 者 に とっ て最 も頻 度 の 高い と考 え られ る語 と して与 え る。 教科 書 に

は,そ の 点 を考慮 した 上 で新 出語 が 配 置 され て い な け れ ば な らな い。 音 声

言 語 と して,「 い く」 を習 った とす る と,「 行 」 とい う漢 字 と 「行 く」 とい

う読 み方 を教 え,電 車 や バ スの 「何 何 行(き)」 「急行 」 「旅 行 」 な どま で も

提 示 ナ る こ とが で き る。 こ う して・ 「行 」 の 意 義 の一 つ を会 得 させ る。 こ

の場 合 多 少 の新 出 語 が ま じ っ て もか まわ な い.そ の 機 会 に必 要 な 語 を 覚 え

る こ とが で き る。

音 声 に よ って習 った 語 が,ど う書 き表 わ され 為か とい う消 極 的 な 漢 宇 学

習 で は な く,そ の 漢字 を構 成 要素 とす る熟 語 に,ど ん な もの が あ るか を教

え る の で あ る。 そ れ に よ っ て・ 目本 語 の 語 構 成 の 癖 に慣 れ させ ・ 日本 語 に

お け る漢 字 の 占 め る役 割 を理 解 させ る。

日本語 に は・ 同 意 語 ・類 義 語が 多 い 。 しか もそ れ ぞれ の 語 と文 体 との あ

い だ に は 関連 性 が あ っ て使 い 分 け られ てい る。 同 音 異 義 の語 も多 い。 漢 字

の 知 識 が な くて は それ らの異 同 ・区別 を習 得 す る こ とが で きない 。

最 後 に,読 解 のた めの 漢 字 学習 の 指 導 は 読 解 に よ っての み 最 も有効 に 行

な わ れ る こ とをつ け加 え てお く。

2.語 彙

読解能力を形成する重要な柱の一一つは語彙である。語彙 も何語あれば十

分とい うことは言えない。 どんなに数多く覚えて.も,知 らないことばに出

会うのが読解である。初級テキス トでは,漢 字まじりひ らがなで書かれて
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いても,原 則として,そ の課の内容は音声で提示され・練習が与えられた

上でテキス トを読むのである。そこには何も新しい情報はない。 したがっ

て知らないことばもない。知らない字があるだけである。 これは真の意味

の読解ではない。未知の情報が盛られた文章を読む場合には,必 然的に未

知の語が出てくるものである。だから,未 知の語に対処する方法を身につ

けさせることを語彙についての指導の目標としなければならない。本格的

な読解学習にはいる前の殺階でも,未 知語を含む文 を与えて,未 知語処理

の練習を少しずつ始めておく必要がある。號習の漢字の意義から・また文

脈から,未 知のことばの意味を推察して文を理解することは,初 級程度で

もできることであるが,こ れまで一般に,初 級ではあまり行なわれなかっ

たようである。初級では練習 も試験問題も つねに教えたことばのみを使

うというのでは読解力の基礎は育たない。

同意語は解説 してすませるばか りでなく,教 師が積極的に使ってみせな

ければならない。友人一 ともだち,道 路一 みち,食 事 ごはん,外

出する一 でかけるなどを教えても,教 師の疲 うことばはいつも初めに教

えた 「ともだち,み ち,ご はん,で かける」であっては,学 習者は 「友人,

道路,食 事,外 出する』になじむことができないので,同 意語としての結

びつきを会得することができない。同意語 ・反意語 ・対照語 ・関連語を教

えるときには・単にその語を提示するのみでなく・目本語の語構成のあり

方を会得させるような提示の仕方・解説,用 例が必要である。最もよい用

例は教師が実際に使ってみせることである。

3,文 法

初級教材は文法事項と文型を柱にして課をまとめるのが普通である。こ

れは基本的な文法 ・文型の習得を目的 とするためである,読 解はこのよう

な文法 ・文型を特に意識 しないで読み,読 みながら理解できるようにす る

学習である。基 本的な文法が確実に習得されていることが読解指導のため

の必須条件である。 ところが,初 級教科書では,あ る文法事項を教えるた
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めに,他 の文法事項をできるだけ整理排除 して単純化 した短文が多い。そ

のため文法事項は明確になるが,学 習者は短文にばか り慣れて・長い文に

なると文脈を見失いがちである。そのうえ,長 い文には必ず と言 っていい

ほど,修 飾のかか り方,無 主語,倒 置など学習者を悩ます ものが多く,文

脈をたどPに くくしている。初級のときか ら,長 文を与えて文脈把握の練

習をさせておかなければならない。

表現能力 正確に話す能力を育てることを主眼とする初級では・テキ

ストがたとえ漢字まじりひらがなで 書かれていても,そ れを読むだけで

は,上 に述べたような読解学習の基礎練習としては十分ではない。

4.文 体

慣れ な い 文体 の た め に 読解 に 困難 を感 じ る こ と も多 い か ら,種 々の 文 体

に 慣れ させ てお か な けれ ば な らない 。 文 体 に つ い ての 学 習 は 読 解 の 中 で行

な うべ き ものが 多 い が,そ れ で も,初 級 の あ い だ に 「で あ る」 体 や 「だ 」

体,日 記 ・手 紙 の 文 体 く らい は一 応 経 験 させ て お くほ うが よい 。 語 研 の初

級 教 科 書 に は,そ の よ うな もの も収 容 され てい る。

5、 言 語 の背 景

以上述ぺてきた言語そのものについての基礎学習の指導がすべて手抜か

りなく行なわれても,日 本人の生活,日 本の社会 ・伝統 ・行事 ・文化 ・歴

史 ・宗教そしてそれ らを支えている風土 といったものについての知識 ・理

解がなければ,読 解能力は十分とは言えない。

読解の授業

L予 習

読解は文字によって情報を得ることである。情報一 文の内容を知 って

しまってから読むのは 読解の練習にはならない。 それは知識の整理で あ
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る。読解の練習は予習において行なわれると言 っていいだろう。

予習ではつぎの二とを行なわせる。まず与えられた教材を読んで,大 意

の把握を試みる。つぎに教材の中の知らない語を自分で見つける。その語

の意味を文脈か ら考える。 その語がなくても文の意味がとれるか どうか,

その語が文の中で文法上 ・意味上 どのような地位を占めているかを検討す

る。漢宇熟語なら,漢 字の意義から語の意味を推量 してみる。それか ら辞

典をひく。 辞典は国語辞典か漢学辞典を使 う。 それでもわか らない とき,

対訳辞典に当たってみる。 辞書をひくのは 予習のうちの重要な 部分であ

外 読解力養成に欠くことのできない作業である。辞書をひ くことをめん

どうがってはいけない。さて,知 らない語の意味がわかったら,再 び教材

の文を読んで文脈をたどり,文 意の把握を試みる。同時に読み方の練習 も

しておく。教室へ出る前にこれだけのことは必ず しなければならない。以

上のことを学習者に言い渡して実行させる。 予習をして来ない ものには,

読解学習の効果を保証することはできない。

学習者の周囲に日本人がいる場合は,予 習の際に手伝ってもらうとい う

ことがあるか も知れない。その日本入に日本語教育の心得や経験があれ嫉

よいが,さ もないときには,辞 書をひくべき語の意味はもとより,文 の言

い換えによって意味一 求める情報をす・っか り教えてしまうかも知れな

い。学習者の労力は省けるが,学 習効果の点では何 もプラスしない。予習

は南くまでも自分でや らなければ意味はない。 もし自分で予習ができない

というなら,学 習者の学力がまだその教材 を使う段階に達 していない とい

うことである、

以上は教材 として与えられたものに・単語の解釈または対訳がついてい

ない場合である。一般の日本語教材には新出語の対訳が・ ときには全訳ま

でついているものもある。 このような教材ばか・りで 学習してきたものは,

辞書をひくことが不得手で,辞 書をひくことを嫌 う。学習 を離れて,実 際

にものを読むとき,知 らない語句に出会 ったら・ どうするのだろうか。語

研の初級教材では,新 出語には英語と中国語の対訳がつけてある。中級は,
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第1部 では日本語による語釈 と対訳を,第2部 では語釈のみをつけ,第3

部になると新出語表も用意しない。その意図は,中 級のあいだに,段 階的

に辞書の使用へと移行させることにある。

2・ 教 室 作 業

初 ・中級では,ま ず教師の指名で適当な分量を読ませ・その部分にある

たいせつな語句について,意 味または言い換えを言わせる。反意語 ・対照

語 ・類義語などがあればそれも言わせる。 学習者は予習で 調ぺておいて,

これに答える。そのあと,内 容の理解ができているかどうかを確認するた

め,つ ぎのような点について質問または要求をする。

代 名詞 の 「これ 」 「そ れ 」 な どは 何 を指 して い る か 。

主 語 を補 え ば ど うな る か,

倒 置 を正置 に も どせ 建 ど うな るか 。

修 飾 節 と被 修 飾 語 との 関 係は ど うか。

内 容 の 事 実 に つ い て,因 果 関係 ・経 過 ・背 景 ・人 的 関係 な どに つ い

て質 問 す る。

6)も し事 実 が 反 対 で あ った ら文 は ど うな るか を言 わせ る 。

7〉 内容 につ い て意 見 を述 べ させ る。

外 国 入学 生 が 文 の理 解 を誤 った り,困 難 を感 じた りす る の は,つ ぎ の よ

うな 点 で あ る。

)

)

)

、
ノ

)

)

1

2

3

4

【》

6

文節の切れ 目

かくれた主語の発見

こ ・そ ・あ ・どの指示するもの

修飾 ・被修飾の関係

慣用的な言い方の意味

多義語の解釈

学習者は 日本人の想像の及ぱないよ うな誤 りをするものである。一例を

あげると,つ ぎのような読み方をしたものがあったが,こ れでは理解でき
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ない わ け で あ る 。(、'は読 む ときに切 った 個所 〉

列 車 の 発 車 の 、1一た ぴ に 客が,「販 売1車(く る ま)の まわ り1に1集 ま

り,あ る!い は1列 車 の,〆 窓 か ら 「オ ー イ1ベ ン トー」/「 オ チ ャ/

ち ょ うだ い 」 と金1を 握 った!手 が 次,1か ら次 に1「差 し 、1出され る 。

(語研 教 科 書 第2部15ペ ー ジ)

これ は 決 して極 端 な例 で はな い。 個 々の語 σ)読み 方 と対 訳 だ けは 知 って

い て も,文 脈 を 考 え な が ら読 まな けれ ば,多 か れ 少 なか れ,こ の傾 向 を示

す も¢)であ る 。 教 師 は 日本 入相 手 の と き と違 っ て,上 記1)か ら6〉 ま で

に気 を 配 りな が ら授 業 を進 めな けれ ばな らな い。 この よ うな こ まか い 指 導

を要 す る の は,主 と して 中級 の授 業 で あ って,上 級 に進 む につ れ て,速 読

が で きる よ うな指 導 を しな けれ ば な らな い 。 それ に は,文 章 の 中か ら,与

え られ た 問題 に対 す る解 答 を短時 間 に見 い だ す 練 習 を させ て,解 答 に 必 要

な もグ)と,目必 要 で ない もの を,読 み な が らふ るい 分 け る能 力 を身 に つ け さ

せ な けオ層 ごな らな い。

1課 ま た は一・・つ の章 また は一一つ の 短 篇 が 終 わ った とこ ろで,要 約 を書 い

て提 出 させ る こ と も読解 指 導 と しては 大 切 な しめ く く りで あ る 。 学習 者 は

その と き,あ らた め て教 材 を読 み 直 し,文 脈 をた どっ て重 要 な部 分 を選 び

出す 作 業 をす る。 そ して,そ こに 用 い られ た 語 句 や 表 現 と内 容 との 関 連性

を学 ぶ の で あ る。

上 級 の授 業 は,理 想 を言 えば,っ ぎの よ うな 方 法 で 行 な い た い。 当 日扱

う教 材 の範 匪 を教 師 の指 名 に よ り学 習者 が 分 担 して,そ れ ぞ れ 語 句 の 意 味,

類 語 との異 同,文 の解 釈,大 意 の要 約 な どに つ い て 他 の 学習 者 と教 師 か ら

の質 問 に答 え る。 答 え に誤 りや 不 明 の点 が あ った ら,教 師 が 代 わ っ て答 え

る。 最後 に教 師 が補 足 的 解 説 をす る とい う方式 で あ る。 わ た しは,ほ ん と

うの 読解 力 は,こ の く らい に しな けれ ば育 た な い と言 って,そ れ を実 行 す

る こ と を学 生 と約 束 す るの だが,少 数 の学 生 の ほ か は な か なか 実 行 で き な

い。 実行 で きな い理 由 と して,つ ぎの2点 が 考 え られ る 。

1)他 の学 課 の勉 強 が 忙 し くて ・十 分 な 予習 が で きな い とい うこ とを学
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生 は 口実 とす る。

2)ク ラス の構 成 員 の学 力 に差 が あ りす ぎる。

わ た しの 教 え て い る上 級 の学 生 は,す べ て ど こか の 学 部 また は 大学 院 に

在 籍 して お り,第2外 国語 と して の 日本 語 以 外 に,学 部 また は 大 学 院 の き

め られ た 学 科 目 を履 修 して い る。 これ らの 学 生 は 同 じ コ ー ス を経 て来 た の

で は な く,国 内 ・国 外 諸所 方 々か ら集 ま っ て来 て 一 つ の ク ラ ス には い っ て

い る ので あ る。 そ ん な わ け で,実 行 が むず か しい の だが,条 件 の 整 っ て い

る ク ラス では,上 に 述 べ た 方 式 で授 業 を行 な うの が よい と思 う。

教材について

教材については,教 師が学生に読ませたいと思 うものと.,学生が読みた

いと思うもの とが食い違 うところに問題がある。わたしは,こ れまでに述

べてきた ような読解学習上の諸間題を包含し,か つ予習可能の程度のもの

ということを第一義として教材を選ふが,学 生は 自分に興味のあるもの,

専門の面です ぐ役に立つ内容のものを読みたがる。 もちろん,学 習者の興

味というものは,教 材選定の重要な因子である。単に学習意欲をかきたて

るためというばか りではない。読解が文字によって情報を獲得する作業で

あるからには,情 報の内容への興味がなくては読解力は十分に発揮されな

い。わたしも学生の興味をひくに足る教材を選ぽ うとするが,ひ とりひと

りの興味が違 うので,い きおい最大公約数的なものを選ぶことになる。上

級の読解教材 を決めるときには,上 記の第一義的な選択基準で選んだ3種

類 くらいを教室に持 って行 って,そ れぞれの内容の概要を説明した上で・

学生の反応を見て決定するのがよい、 中級では・ 語研の 中級教科書を庄

う。これは第一・義的な選定基準に立 って編集・されているので,学 生の興味

からそれる場合がある。そんなときには,学 生の興味をひ くことがらと関

連づけながら授業を進 める。この段階では学習者が読みたい と思 うものか

ら選んで教材として扱 うには,目まだ学力が足 りないので,こ のような方法

を取るよPほ かない。中級の教材としては将来の学習に備えて・文化的背
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景を教えるよ うな内容のものを多く取 りあげるのがよい。

教材の選定に当たって一般的に注意すべきことをつぎにあげてみよう。

1)教 師の興味本位で選んではならないことは言 うまでもない。

2)文 章が模範的だからとい う理由のみで選んでばならない。模範的な

文章はもちろん必要であ り,作 文の学習には欠かせないものだが・読解練

習としては,と きには悪文とも取 り組むことが必要である。

3)文 章が平明でわか りよいとい うだけで選んではならない・わか りや

すいものばか り読んでいては読解力の養成にはならない。

4)日 本人用国語教科書をそのまま使ってはならない。国語教育の立場

で教科書 を作 る場合 と,外 国語敦育の立場で教材を選ぷ 日本語教育の場合

とは,選 択の基準が違 うか らである。 しか し,目 本人の国語能力の水準を.

知るため,国 語教科書 を参照することは必要である。また,そ の中か ら目

本語教育14適 した教材を見いだす こともできる。

5〉 文学作品を教材 として使用する揚合には,文 学:的価値か らのみ選定

してはな らない,文 学作品の鑑賞は,十 分な読解力が備わっていては じめ

て可能なことである。教師の指導によって文意をどうにか理解できるとい

う程度の学習者は,文 学作品を鑑賞するに必要な学力がないものとしなけ

ればならない。かえってその作品に対 して幻滅 を感じさせるのである・児

童文学の作品は文章は容易に理解できるけれども,特 殊な学生以外はあま

り興味を示さない。むしろ,民 話などを読解練習用に書き替えて・文化入

類学的な立場から検討するようにすれば・成人の学習者に向くだろう。

6)学 習者が自分の専門的立場から興味あるもの・あるいは読まなけれ

ばならない文献 ・作晶を示して,教 材 として使用することを要求する場合

に,無 批判にそれを採用 してはならない。 学習者の学力が十分にあって・

速読教材 として扱 うことができるならそれもよい。学力不足で,教 師の講

読をただ聞いているにすぎないとい う学習者の場台は・読解力の養成 とい

う目的は達せ られない。 その うえ・学習者は・ これで専門的に 有益な文

献 ・作品を読んだという自己満足に浸って・読解力向上への努力を怠るよ
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うにな りやすい。読解力の学習は,そ のような専門的な文献 ・作品を独力

で読めるようにするために行なうものである。それにもかかわらず・あえ

て上に述べたような指導を行な うとしたら,教 師の していることは専門分

野の勉強の手伝いであって,読 解学習の指導ではない。

具体的にどのようなものを教材として使用したらよいかは・前にこρ)講

座の第2,第3,第4分 冊で 示した。 その後発行されたもの,使 用してみ

たものなどがあるけれ ども列挙する'のを省略する、

最後に,読 解指導で忘れてならないことは,よ い辞書を持たせ,陵 わせ

ることと並んで,地 図 ・年表 ・入名辞典を,簡 単なものでもよいから備え

させて,ひ んぱんに参照させることである。読解指導をしてみて,固 有名

詞についての知識の欠如が,い かに読解の障害になっているかに気づ くの

である。ことに日本地図は必要のつどというより,平 素からたびたび開い

て,見 慣れておくようにさせなければならない。学習者が好んで百科辞典

を参照するようになれば,読 解能力が身に ついてきたと言 うことができ

る。文字による知識吸収の意欲を起こさせるような刊行物 ・図書などを学

習者の周辺に整備 しておくことが必要である。
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